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Recognition of Care Worker about Symptom of the Elderly with Dementia 























































iま 分 10ft 20代 30代 40代 50代 計
5年未満 6 ( 2.2) 83 (30.9) 27 (10.0) 16 ( 5.9) 5 ( 1. 9) 137 (50.9) 
5年以上10年未満 。 38 (14.1) 35 (13.0) 12 ( 4.5) 10 ( 3.7) 95 (35.3) 
10年以上15年未満 。 1 ( 0.4) 13 ( 4.8) 。 7 ( 2.6) 21 ( 7.8) 
15年以上20年未満 。 。 1 ( 0.4) 5 ( 1. 9) 3 ( 1.1) 9 ( 3.3) 
20年以上 。 。 。 2 ( 0.7) 5 ( 1. 9) 7 ( 2.6) 
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